
匝瑳探訪

　

叙
位
の
受
章
者
お
よ
び

各
表
彰
の
被
表
彰
者
を
紹

介
し
ま
す（
敬
称
略
）。

叙　
　

位

◆
従
六
位

　

平
成
11
年
４
月
に
八
日

市
場
市
議
会
議
員
に
初
当

選
以
来
、
26
年
10
月
ま
で

４
期
15
年
７
カ
月
の
長
き

に
わ
た
り
地
方
自
治
の
進

展
に
大
き
く
貢
献
。
市
議

会
議
長
、
市
議
会
運
営
委

員
会
委
員
長
な
ど
数
々
の

役
職
を
歴
任
し
、
市
政
の

発
展
、
住
民
福
祉
の
向
上

な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
令
和
４
年
10
月
９
日
逝
去
）

表　
　

彰

◆
更
生
保
護
事
業
功
労
者

表
彰

▽
全
国
保
護
司
連
盟
理
事

長
表
彰

　

伊

芳
樹
（
堀
川
）

※
希
望
に
よ
り
氏
名
の
み
掲
載
。

（
家
族
功
労
者
）

　

伊

典
子
（
川
辺
）

 

※
希
望
に
よ
り
氏
名
の
み
掲
載
。

▽
関
東
地
方
保
護
司
連
盟

会
長
表
彰

▽
関
東
地
方
更
生
保
護
女

性
連
盟
会
長
表
彰

◆
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

▽
献
血
協
力
団
体

　

八
日
市
場
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ

◆
千
葉
県
知
事
感
謝
状

▽
献
血
協
力
団
体

　

匝
瑳
市
赤
十
字
奉
仕
団

◆
日
本
赤
十
字
社
社
長
感

謝
状

▽
献
血
協
力
団
体

　

社
会
福
祉
法
人
九
十

九
里
ホ
ー
ム

200

神
社
の
正
月

松
山
を
歩
く

　

松
山
神
社
は
江
戸
時
代
、

幕
府
か
ら
10
石こ

く

の
朱し

ゅ

印い
ん

地ち

を

与
え
ら
れ
た
市
内
で
唯
一
の

神
社
で
し
た
。
１
５
９
１

（
天
正
19
）
年
の
「
下
総
国
匝

瑳
松
山
神し

ん

領り
ょ
う

帳
」（
千
葉
県

指
定
文
化
財
）
か
ら
は
、
屋

敷
地
を
含
む
約
２
町
歩
（
ヘ

ク
タ
ー
ル
）
の
田
畑
を
15
軒

の
農
家
と
７
カ
寺
と
神
主
が

耕
作
し
、
屋
敷
地
に
住
む
神

主
は
朱
印
地
の
約
３
割
を
所

有
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。 　

神
社
に
は
１
年
間
の
行

事
を
記
し
た
「
年
中
御
祭
事

社
用
帳
」（
１
７
５
２
（
宝
暦

２
）年
）が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
見
る
と
、
正
月
三

が
日
は
年と

し

男お
と
こ

役
が
神
社
に
詰

め
若
水
を
く
み
神
前
に
供
え

ま
す
。
３
日
が
初
の
祭
礼
で
、

７
日
に
七
草
が
ゆ
と
妙
見
の

祭
礼
、
13
日
は
鳥
居
の
し
め

縄
の
掛
け
替
え
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

15
日
に
現
在
も
行
わ
れ
て

い
る
「
筒つ

つ

粥が
ゆ

」

は
14
日
夕
方

か
ら
準
備
に

か
か
り
、
当

日
の
祭
事
の

内
容
も
詳
し

く
書
か
れ
て

い
ま
す
。
松

山
神
社
の
正

月
の
行
事
は

23
日
の
子
安

大
明
神
の
奉び

社し
ゃ

で
一
区
切

り
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
社
用

帳
は
１
７
４

８
（
寛
延
元
）
年
に
神
社
側

と
２
人
の
農
民
と
１
カ
寺
の

間
で
も
め
事
が
あ
り
、
幕
府

の
裁さ

い

許き
ょ（
判
決
）が
出
た
の
で
、

今
後
の
祭
事
確
認
の
た
め
に

書
か
れ
ま
し
た
。

　

松
山
村
は
旗
本
が
支
配
す

る
土
地
と
神
社
領
に
住
む
農

民
と
に
分
か
れ
、
１
８
４
３

（
天
保
14
）
年
ご
ろ
の
家
数

は
34
軒
、
お
よ
そ
半
数
が
神

社
領
民
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
ら
の
農
民
は
１
カ
月
に

３
度
順
番
に
境
内
の
掃
除
を

す
る
こ
と
、
祭
礼
な
ど
７
カ

寺
と
と
も
に
行
事
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
な
ど
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

社
用
帳
に
は
正
月
の
祭
事

に
続
い
て
４
月
の
東
照
宮
の

御
祭
、
９
月
の
野
手
浜
へ
の

御
浜
下
り
、
老
尾
神
社
や
松

山
神
社
境
内
に
ま
つ
ら
れ
る

諸
社
の
祭
礼
、
12
月
の
門
松

飾
り
ま
で
細
か
に
寺
や
領
民

の
名
前
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

４
０
０
年
以
上
続
く
神
社

と
地
域
の
人
々
の
つ
な
が
り

は
、
今
な
お
強
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

 

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

 

☎
73
・
０
０
８
０

筒粥神事の様子

浪 川 茂 夫
（八日市場イ）

神 子 真 一
（上谷中）

小川不二夫
（新堀）

柴 田 桂 子
（野手）

平 山 新 治
（椿）

増 田 正 義
（春海）

石 井 初 枝
（内山）

受章者
被表彰者
紹介
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